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現河床堆積物中に含まれる石英粒子のESR/TL特性
Characteristics of ESR and TL of natural quartz from river bed sediments
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沖積平野や台地は、その形成過程において地殻・地盤運動や海面変化の影響を受けているが、その形成作用の鍵とな
るものの一つに、河川の土砂運搬堆積作用がある。河川は、様々な基盤地質の流域を含み、沖積平野や台地などの地形
が形成後に変形をうけている場合もあるため、地形をつくる堆積物の供給起源を解明するのが難しい場合も少なくない。
したがって、堆積物の供給起源になりうる基盤岩などに含まれる石英結晶を調べ、その特性の違いから堆積物の供給起
源地を推定できれば、地形学・地質学的プロセスの解明に大きな貢献を果たすものと期待される。
堆積物の供給起源推定に関しては、近年、電子スピン共鳴 (ESR)や熱ルミネッセンス (TL)特性を用いた研究が精力的

に進められている。たとえば、石英粒子の E1’中心信号強度は、風成塵の供給起源地を推定する有用な指標として用い
られている [1]、[2]、[3]。石英粒子の Al 中心、Ti- Li 中心、E1’中心信号強度を用いて、堆積物の供給起源地を推定するた
めの基礎研究も行われている [4]、[5]、[6]。熱ルミネッセンスカラー画像 (TLCI)は [7]、天然石英の発光色を利用して風化テ
フラと広域風成塵の識別に用いられている [8]。
本研究では、現河床堆積物中に含まれる石英粒子の ESR/TL特性を調べた。現河床堆積物中に含まれる石英粒子の粒

径ごとの ESR/TL特性と同一粒径の ESR/TL特性にどの程度ばらつきがあるのかを検討する。将来的には、河川流域ス
ケールでの細粒堆積物の供給起源推定法の確立を目指している。
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